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    （産業道路から内奥運河） 
   ★日本鋼管、浅野セメント（90 年前） 
   ★日本鋼管など大規模工場の転出 
   ☆企業の低未利用地の土地利用転換 
   ☆既存工場内遊休地の有効利用 
   ☆土地売却への高い要求 




    （内奥運河から京浜運河） 
   ★産業活動の中心的地区 
   ★石油化学コンビナート 
   ★ほとんどが工業専用地域 
   ☆企業の低未利用地の活用 
   ☆生産機能の高度化 
 
第三層；（1970 年半ばから） 
    （京浜運河から海側：扇島、東扇島） 
   ★ＪＦＥスチール 
   ★物流施設 
   ☆国際的な物流機能 
（筆者作成） 














































































































W t rside 
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業団地    （02） 
羽田空港の国際化 
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地は、県の調査（2001 年度）によると約 228ha（７図）で、第二層に遊休地の半数を上回る 120ha
（全遊休地の 53％）が集中している。 
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－ 49 － 
３表 川崎臨海部における代表的な土地利用転換の例 
 《エネルギー産業》②川崎天然ガス発電所計画（扇町）・・・・ 2008 年から運転開始 
          ④扇島火力発電所計画（横浜市扇島）・・・・京浜臨海部への供給 
 《大規模物流施設》⑤ヨドバシ配送センター（殿町）・・・・・・・いすゞ自動車跡地 
          ⑥物流施設（池上）・・・・・・・・・・・千代田プロテック跡地 
 《大規模商業施設》⑧島忠ホームセンター計画（中瀬）・・・・・・多摩川側は住宅地 
 《リサイクル施設》⑫川崎水江地区リサイクル新事業（水江町）・・再生アスファルト 
 《研究開発施設》 ⑬味の素川崎事業所再構築構想（鈴木町）・・・ 2006 年 6 月予定 
食品研究・開発・工業化 
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 なお、この研究は私立大学学術研究高度化事業（「オープン・リサーチ・センター整備事業、
略して ORC）による『イノベーション・クラスター形成に向けた川崎都市政策への提言』（研究
代表者 平尾光司）の中で実施されたものである。 
 
